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真下俊樹
日本消費者連盟 共同代表
市民エネルギー研究所

測って応援
ベクレル表示

2

• “食べて応援”
– 生産者は助かる
– 消費者は放射能をガマン
– 汚染の負担→消費者に
• 放射能は食べたくない
– 消費者：産地表示を見て遠いものを選ぶ
– 福島に近い生産者は生き残れない
– 汚染の負担→生産者に
• 痛み分けはおかしい

現状：生産者と消費者の対立構造



地産地消はどうなる？
• 日本の農業生産の約2割が汚染
• 生産者・担い手は？
• 食料自給率は？：<40%
• 国際収支：今年初めて赤字
–「食べものは輸入すればいい」は過去の話に

• 放射能と他の有害物質：相加相乗効果
3
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Figure 7 - Cartographie des concentrations en 137Cs dans les sédiments  (moyenne des valeurs 
mesurées jusqu'au 14 octobre. 

D'après la carte de la figure 7, le stock de césium 137 fixé sur les sédiments apparait relativement 

faible ; il ne devrait pas entraîner un marquage de l'eau de mer par relargage très élevé dans le 

futur. La période de relargage du césium constatée dans les sédiments de la Mer d'Irlande est de 

deux années3. Dans ces conditions, les dix premiers centimètres de sédiment contaminés à 1000 

Bq.kg-1 apporteraient en deux ans 500 Bq.dm-2 aux 20 à 200 m d'eau qui les surplombent. Compte 

tenu de la cinétique de renouvellement des eaux constatée (50 % de renouvellement tous les 6,9 

jours), les concentrations induites seraient en moyenne d'environ 5 à 50 mBq/L dans l'eau de mer. 

Ces concentrations ne devraient pas avoir d'impact en termes de radioprotection pour les 

organismes pélagiques. 

Ces concentrations pourraient être plus élevées dans les zones les moins profondes ou ayant un taux 

de renouvellement plus faible. Les organismes benthiques vivant directement en contact avec le 

fond ou les organismes filtreurs pourraient alors être directement concernés par la pollution 

rémanente des sédiments. 

                                                        
3  Finegan, P., Vintró, L.L., Mitchell, P.I., Boust, D., Gouzy, A., Kershaw, P.J., Lucey, J.A., 2009. 

Accumulation, solid partitioning and remobilisation of 99Tc in subtidal and intertidal sediments in the Irish 
Sea. Continental Shelf Research Volume 29, Issues 16, Pages 1995-2010. 
Jones, D.G., Kershaw, P.J., McMahon, C.A., Milodowski, A.E., Murray, M., Hunt, G.J., 2007. Changing 
patterns of radionuclide distribution in Irish Sea subtidal sediments. Journal of Environmental Radioactivity 
Volume 96, Issues 1-3, Pages 63-74. 

陸と海の放射能
汚染

137Csの海底堆積物中濃度&
(仏IRSN&2011.10)

地表面における134Cs,&137Csの沈着量の合計
(文科省&2011.12.16)



汚染地域の農業
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単位:&億円
対全国比&(%) 米 野菜 果実 肉用牛 乳用牛 豚 鶏 合計

福島県
987 536 275 143 102 114 130 2,287

福島県
5.1 2.5 3.7 2.7 1.4 2.0 2.2 3.1

茨城県
958 1,595 130 123 164 439 357 3,766

茨城県
5.0 7.6 1.8 2.3 2.2 7.5 5.2 5.1

栃木県
748 778 89 220 322 218 92 2,467

栃木県
3.9 3.7 1.2 4.1 4.3 3.7 1.6 3.3

群馬県 191 786 96 126 268 340 127 1,934群馬県
1.0 3.7 1.3 2.4 3.6 5.8 2.4 2.6

千葉県
774 1,652 168 48 259 367 317 3,585

千葉県
4.0 7.8 2.3 0.9 3.4 6.3 4.6 4.8

合計 3,658 5,347 758 660 1,115 1,478 1,023 14,039合計
18.9 25.3 10.2 12.4 14.8 25.3 12.9 18.9

多くの農作物は汚染少ない

6

品名品名 都道府県 産地(採取地／購入先) 採取日 測定値 (Bq/Kg)測定値 (Bq/Kg)都道府県 産地(採取地／購入先) 採取日 Cs134 Cs137
ほうれんそう
ほうれんそう
ほうれんそう

ほうれん草（おひたし）
ほうれんそう
ほうれんそう
ほうれん草
ほうれんそう
ほうれん草
日本

ほうれん草
日本ほうれん草（ハウス）

日本ホウレンソウ
ほうれん草

ほうれん草(露地)
ほうれん草(ハウス)
ほうれんそう

ほうれん草のおひたし
ほうれんそう
ほうれんそう
ほうれんそう

福島県 伊達市霊山町上小国 2012/04/13 <6.21 <6.35
福島県 伊達市霊山町上小国 2012/04/13 10.17±5.15 17.40±6.41
福島県 伊達市霊山町下小国 2012/04/13 17.83±7.61 <10.46
福島県 須賀川市滑川 2012/03/31 <2.93 <2.62
福島県 須賀川市滑川 2012/03/31 5.24±3.81 7.27±4.67
福島県 福島市岡部 2012/03/14 <4.17 0.00±0.00
福島県 二本松市（towa） 2012/03/01 0.00±0.00 0.00±0.00
福島県 須賀川市仁井田 2012/02/27 <6.02 <5.61
福島県 二本松市（towa） 2012/02/19 0.00±0.00 7.82±4.53
福島県 二本松市（towa） 2012/02/10 <3.63 <3.41
福島県 須賀川市 2012/02/02 <5.43 <5.10
福島県 二本松市（towa） 2012/01/16 0.00±0.00 0.00±0.00
福島県 二本松市（towa） 2012/01/16 0.00±0.00 0.00±0.00
福島県 西白河郡矢吹町南原 2012/01/14 <4.30 <4.05
福島県 福島市松川町水原 2011/12/28 <5.63 0.00±0.00
福島県 福島市松川町水原 2011/12/28 0.00±0.00 <5.72
福島県 福島市飯野町 2011/12/04 0.00±0.00 6.74±4.70
福島県 須賀川市滑川 2011/12/01 <3.22 <3.04
福島県 西白河郡泉崎村 2011/11/25 0.00±0.00 <4.48
福島県 二本松市太田 2011/11/05 7.09±5.44 0.00±0.00
群馬県 太田市 2012/02/01 <8.90 <8.25
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静岡放射能汚染測定室比較測定結果資料 2012年１月20日作成（文責馬場利子）

一

八〕

産地 食品名 検体重量 ( ９ ) セ シウム 1 3 ４ セシウム１ 3 7 合 計測定開始日測定時間（秒）備考
神奈川県足柄産 新茶(製茶） 2 6 0  1 ５ ０ 0  １ ７ 2 0  3 2 2 ０  6 月 １ ７ 日 7 0 0 0 0
静岡県御前崎市
静岡県御前崎市

新茶(製茶
新茶製茶Ⅱ

1 0 3 ２ ６ ６ ３ ０ ５ ５ ７ １ ６ 月 １ ０ 日 7 0 0 0 0 取り入れ前散水無し茶
2 1 2 ６ ８ ８ ４ １ ５ ２ ６ 月 ２ ０ 日 7 3 2 0 0 取り入れ前散水有り茶

静岡県清水港
静岡県清水港

生シラス
釡揚げシラス

6 8 3 ・ ３ ４ ７ ８ 月 １ １ 日 ５ ４ ８ ２
4 0 4 不 検 出 不 検 出 不 検 出 ８ 月 １ ３ 日 3 8 5 5 7 9 賞味期限2011081（

栃木県日光市
栃木県日光市
栃木県日光市

玄米
白米
炊飯白米

5 8 8 ２ ０ ２ ７ ４ ７ １ １ 月 ３ 日 6 8 8 9 9
6 5 3 ７ １ ０ １ ７ １ １ 月 ３ 日 2 2 6 8 4
6 6 3不検出（１↓）不検出（２↓）不検出１２月１１日3 9 3 2 2

静岡市清水区
静岡市清水区
静岡市清水区

緑茶（５月産Ｉ
緑茶（一煎目）
緑茶（二煎目）

3 1 2 ２ ４ ３ ３ ３ ８ ５ ８ １ １ １ 月 ２ ４ 日 4 6 5 4 0
5 8 7 不 検 出 （ １↓）不検出（２↓）不検出１２月２日 5 3 6 6 8
5 9 1 不 検 出 （ １↓）不検出（２↓）不検出１２月３日 4 8 4 7 0

静岡市葵区
静岡市葵区
静岡市葵区

緑茶H２３年産
飲用茶（一煎目）
飲用茶（二煎目）

2 7 1 ２ １ ０ ２ ８ ２ ４ ９ ２ １ ０ 月 1 6 日 4 2 2 9 0
6 2 6 不検出（２↓）不検出（２↓）不検出１０月２３日 4 0 2 2 （
6 0 6 不検出（２↓）不検出（２↓）不検出１０月２３日 4 2 3 0 （

静岡市葵区小瀬戸
静岡市葵区小瀬戸
静岡市葵区小瀬戸

緑茶５月産一茶
緑茶８月産二茶
緑茶１１月産

1 9 2  1 １ 0  １ 5 ８  ２ ６ 8  １ 月 ２ 日 4 8 7 5 9
2 0 2 ４ １ ６ ０ １ ０ １ １ 月 ３ 日 3 9 0 1 5
1 8 3 ６ ８ １ ４ １ 月 ３ 日 4 5 5 2 3

(作成：馬場利子)

“測って応援”
• 測る

– 汚染地の作物・食品の多くが低線量か「検出限界未満」
– 遠くの作物・食品でも高汚染の可能性

• ベクレル表示
– 測定値をそのまま表示:
各ロットごと

– 産地表示ではなく、
ベクレル表示で選択



ベクレル表示：たとえば...
生産者 流通業者 消費者

9

測定(所) ベクレル
証書

ベクレル
証書

測定(所) ベクレル
証書

測定所

ベクレル
証書

ベクレル
証書

ベクレル表示を見た上で
食べる/食べないは消費者の判断
• 消費者の権利

– 安全である権利
– 知らされる権利
– 選択できる権利
– 意見を反映させる権利
– 消費者教育を受ける権利
– 生活の基本的ニーズが保障される権利
– 救済を求める権利
– 健康な環境を求める権利

• 測って表示：消費者と生産者の利害を一致させる唯一の道
10



自主表示＋制度要求
• 今後の運動
– 自主表示運動
• 測定所をふやす：市民測定所, 自治体, NPO委
託...
• 測定精度の確保：共通基準をつくる
• 表示の共通化：共通ロゴ
• (cf. 有機認証制度)

– ベクレル表示を制度に
• 食品放射能汚染は何十年もつづく
• 食品表示制度に組み込ませる運動

測定費用は東電に賠償させる
• 測定費用：機材500～1,500万円＋人件費
• 原子力損害賠償紛争審査会「東京電力株式会社福島第
一、第二原子力発電所事故による原子力損害の範囲の判
定等に関する中間指針」(2011.08.05)
– 「③検査費用（物）
取引先の要求等により実施を余儀なくされた検査に関する検査
費用」

– 「必ずしも科学的に明確でない放射性物質による汚染の危険を
回避するための市場の拒絶反応[...]が合理的といえる場合には、
賠償の対象となる。」 (p.41)

• 千葉・なのはな生協、検査費用賠償を勝ち取る
• 加害者（東電）が賠償判定→被害者主体の賠償請求へ
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